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【校訓】 自主・自愛・自省 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「言われるうちが華」 

校長  福 田 英 明  
 今年も危険な暑さがやってきました！と、連日テレビでは放送しています。日本全体が猛暑なら、日本
の中で異常なくらい涼しい道東がもっとニュースになっても良いのになぁ、と思う今日この頃です。   さて、先日動画を見ていたら、予備校の講師が、何度も遅刻をしてくる生徒に対し、叱っている映像が
ありました。  
 「遅刻するな。先週も同じことを言ったよな。でも、お前は守らなかった。５分前に来いと俺は言った。
お前な、金払っているから何をしてもいいんだ。金を払っているから好きなときに来ればいいんだ。金を
払っているから遅刻してもいいんだ。好きなことやってればいいんだ。もし、そう思うなら来ないでくれ。
俺は生徒を客だと思ってはいない。生徒は生徒であって客ではない。他の用事をすべて無くして、周りの
人間のために５分早く来るんだ。お前のためじゃない、周りの人間のために行動しろと言っているんだ。 
 君らは今どこに行っても金払ってるんだよ。だからわがままが通るんだ。でも、お前が社会に出て、金
もらう立場になった瞬間、誰もお前のことなど相手にしなくなる。相手にする必要が無い、演技する必要
が無いんだ。嫌いだから向こう行けバカ、で終わりだよ。いやいやバーカとすら言ってくれないだろう。
もう完全無視だ。だから、そうならないために、金払ってるうちに、まともな人間になるんだよ。自分の
ことより隣に座ってる人間のことを考えるんだ。 
 ま、俺はこういう人間だ。やっぱ、本音をどうしても言ってしまう。だって、たまに来たって無駄じゃ
ん、こんなところ。時間守らないで来てどうして出来るの？よほど能力が高い人間なら別だけど、出来な
い子ほど遅く来るよね。能力低いと思ったら、人より早く起きるんだよ。当たり前なんだ、そんなことは。
そうしないと、人並みじゃないんだから。自分で劣等感持ってたら、その分人より早く起きる。人よりい
っぱい行動する。人より働くの。当たり前なの、そんなことは。それで人並みなんだから。」    過激で奇抜な言動で有名な先生でしたが、言っていることは的を射ています。知識や経験の少ない子ど
もが大人になるためには、間違いを正してもらうために、他人から教えてもらわなければなりません。今
は、調べれば何でもすぐに答えが分かる時代だよと言われそうですが、ＡＩですら全てにおいて正確な答
えを出すに至っていません。ましてや、人の心の機微などまだまだ無理です。ですから、経験の少ない者
は謙虚に苦言を受け入れる姿勢が必要になるのです。 
 人を叱るということは、とても勇気の要ることですし、体力も必要、何より気力が必要です。ハッキリ
言って、教師であっても叱りたくはありません。でも、その子が大きくなったら他人から相手にされなく
なるのではないだろうか、このままでは道を外すのではないだろうか、と考えると、やはり心を鬼にして
叱ります。もちろん体罰や暴言、理不尽なことは厳禁です。人格や子ども本人を否定するのは、感情で怒
っているだけなので、ハラスメントです。しかし、やってしまった行為を否定することは叱ることであり、
子どもの人格形成には必要なことで、立場を利用するハラスメントではありません。   人は匿名性が高くなると道徳的な規範意識が薄くなることがあります。少人数であれば目立つので自制
していたものが、大人数であれば集団に紛れてしまうので、悪目立ちしてしまったり、他人への攻撃性が
高まってしまったりすることがあります。他人への攻撃性は、社会で生きている人間としての理性が働か
ない動物的な反応です。ですから、人としての道を我々教員や保護者・地域の方も含めた大人が教えなけ
ればいけません。   日本の学校は、毎日毎日、ただ授業を繰り返しているだけではありません。様々な学校行事など、あら
ゆる機会を通して、いろいろな角度から生徒の成長を促しています。一人の生徒の成長を学校の全教職員
で見ています。学校で学んでいる期間は、失敗してもやり直しができる期間です。｢言われるうちが華｣と
言いますが、他人に言ってもらえなくなることが、本当につらいことだと気付く前に、生徒たちには自分
を直視する勇気を持てるようになってほしいと思います。 
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リレー記録会（陸上）
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放課後学習
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学校閉庁日

山の日

放課後学習

定時退勤日

体育部門 選手決め

図書館バス

SC

振替休日

学校閉庁日

数学検定（９：００～）

教室・特別教室ワックスがけ（～９日）

７月２７日（土） 

吹奏楽コンクール 

７月３１日（水） 

少年の主張管内大会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１０日（水）～１１日（木）、２年生が１泊２日の宿泊研修に行ってきました。２日間の集団行動を通し

てその意義を考えたり、よりよい人間関係の作り方を学んだりするなど、大変貴重な時間となりました。ここで

得た経験を生かし、学校生活を更に豊かにできるよう期待しています。 

 

 

 

 ７月５日（金）、全校生徒で市中大パレード 

に参加しました。地域の催しに参加することで、 

郷土に対する愛着を深めることができました。 

釧路地区中体連～その２～  

 

◎厚岸町から支給されたスポットクーラー（２台） 

をコンピュータ室に設置し、休み時間等に涼む 

ことができる空間としています。 

◎８月３０日までを目途に、ジャージ登校、飲み物 

の持参、冷却グッズの持ち込みを認めています。 

 ※８月３０日（金）の真中祭は制服登校です。 

 ※９月以降は状況を見て改めて判断します。 

◎朝や体育の時間の前を中心に温度や暑さ指数（WBGT）を測定

し、各種活動の可否について検討しています。 

◎熱中症警戒アラートが発表された場合、臨時休業を視野に入れた

対策を検討し、検討の結果は安心安全メールでお知らせいたしま

す。 

【サッカー】6月２９日（土）、３０日（日）釧路市民陸上競技場附属競技場 

 1回戦 VS附属釧路 ４－１ 

 準決勝 VS景 雲 ０－３ 第３位 

 

【男子バスケ】6月２９日（土）釧路市立桜が丘中学校 

 １回戦 VS桜が丘 ４７－５７ 

 

【女子バスケ】6月２９日（土）釧路市立鳥取中学校 

 １回戦 VS大楽毛 ７５－１２ 

 ２回戦 VS鳥 取 ３０－７０ 

 

 

 

 ７月１１日（木）に開催された『社会を明るくす 

る運動』に３年生の石嶋健人君が厚岸町の中学生を 

代表して参加し、宣言文の読み上げを行いました。 

「あいさつの飛び交う地域づくりを進めることで地 

域を明るくし、犯罪の抑止にも繋げたい」と力強く 

宣言してくれました。 


